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Abstract We discovered adults and eggs of a lycaenid species, Acytolepis puspa, at the University 
of Tokyo, the Kanto district, which is located far away from the northeastern limit of the species, 
the west area of the Tokai district. The eggs were found on Quercus phillyraeoides (Fagaceae). 
This is the first record of the species in the Kanto district. 


For the purpose of clarifying the dispersal pathway of A. puspa, we initially examined the adult 
morphology and the genetic variation of this species from Japan (including Tokyo) and the Oriental 
region. As a result, the wing markings and genetic structure of the species from Tokyo were the 
same as those from the mainland of Japan, and this subspecies was identified as A. p. ishigakiana. 
Second, we surveyed all possible hostplants of the species in the university, and found that two 
Rhododendron plants (Ericaceae) had been recently transplanted from Suzuka City, Mie Pref., 
which is very close to the known distribution limit for the species. 


The northern limit of the distribution of A. puspa in Mie Pref. must have reached Suzuka City, due 
to its spread of the distribution range by recent global warming. Most Probably, immatures of the 
species have been introduced from Suzuka to Tokyo, with the transplantation of Rhododendron 
plants. 


Key words Acytolepis puspa, Acytolepis puspa ishigakiana, Callenya lenya, expansion, global 
warming, introduction, invasion, Lycaenidae, migration, molecular phylogeny, Polyommatini, 
Quercus phillyraeoides, Rhododendron inducum, Rhododendron pulchrum, spreading. 
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チョ ウ 科 の ヤク シマ ルリ ンジ ミ Acytolepis puspa (Horsfield, 1828) は , 日 本 や 台湾 の 他 , 大 陸 の 
南部 か ら 西 ! は パキスタン 北東 部 , イン ド , スリ ラン カ , きら に 東南 アジ ア の マレ ー 半 鳥 よ り ス ン 
ド を 経由 し て , 東 は ニュ ー ギ ニア 東南 海上 の アル 諸島 . ケイ 諸島 付近 に 至る 東洋 区 の 亜 吉 帯 - 
に 広く 生息 する . 国内 で は 20 年 ほど 前 まで 紀伊 半島 南部 , 四国 南部 , 九州 南部 , さら に は 南西 諸 
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島 に 分 布 が 限ら れ て いた が GEM, 1986), 最近 で は 地球 温暖 化 の た めか 急 に 分 布 が 拡大 し , 四国 全 県 , 
Ge, 中 国 地方 西部 , 対馬 , 五島 列島 な ど で る も 定着 し つつ ある ( 矢 後 、2007). 北東 限 も ここ 10 年 で 大 き な 
変化 が 見 られ , 三重 県 の 志摩 半島 北部 (長谷 川 , 1999: 中 西 , 2000g: 田中 , 2005) や 紀伊 半島 内 陸 北 部 
(中 西 , 2004: 杉森 , 2005) か ら 東 海 地 方 の 愛知 県 南部 (中 西 , 2000g, b, 2002; 3591 - AYR, 2002; 菊池 ・ 竹 
内 , 2006a; 菊池 , 2005), さら に は 静岡 県 西部 (菊池 ・ 短 内, 2006a, b; 竹内 , 2008) に まで 分 布 が 移動 し て 
WA. この よう な 状況 の 中 , 本 種 は 未だ 関東 地方 か ら 報告 きれ て いな い が , 近年 の 温暖 化 現 象 や 寄主 
TEN ORR Ze CVC EO, 関東 へ 分 布 を 延ばし て きた ナガ サキ アゲ ダ ゲハ, ムラ サキ ツバ メ , ツマ グロ ヒ ョ 
ウゥ モン , ク ロコ ノ マ チ ョ ウ (Œ, 2001; 北原 ほか , 2001; BZ, 2001; 江村 , 2002; 津 吹 ・ 生 亀 , 2008 な ど ) の 
よう に , ヤ クシ マル リ シ ジ ミ の 関東 圏 へ の 侵入 も 時 間 の 問題 と 考え られ て いた UF, 2001). 


2007 4E. & 2^ Ò 2008 年 春 に か け て , 東京 大 学 で は 創立 130 周年 記念 を 迎え , “ 知 の プロ ム ナ ー ド ” と 題し 
た 大 規模 な 環境 整備 ・ 改 修 工事 が 実施 きれ た . その 際 , いく つか の 生物 種 の タイ プ 産 地 に な っ て いる 三 
四郎 池 周辺 を 中 心 と し た 昔ながら の 雑木 林 つ いて も 改修 の 候補 に 苦 げ られ て いた た め , 著者 の 上 島 
や 矢 後 の 他 , 大 学 教職 員 の 数 名 が 合流 し, 本 部 に 整備 中 止 を 求め た 結果 , 構内 に ある 雑木林 の 改修 は 
小 規 模 に 収まっ た . これ を 機 に , 上 鳥 の 呼び か け で 2008 年 度 か ら 大 学 構内 の 生物 多様 性 保全 を 目的 と 
し た 同 大学 キ ャ ン パ ス 内 生物 相 調査 を 実施 する に 至っ た . 初 年 度 は , 植物 , 菌類 , 鳥類 , 昆虫 類 , ME, 
Fs A, 土壌 動物 を 対象 と し , 各 分 類 群 の 研究 者 約 30 名 が 調査 に あたっ た . この 生物 相 調査 の 一 環 と し 
T, 2008 年 7 月 12 日 に 著者 ら $ 名 の 他 , 東大 農学 生命 科学 研究 科 の 久保 田 耕 平 准 教授 を 含め た 計 6 名 
を 調査 員 と する 本 卿 キャ ン パ ス 内 昆虫 調査 が 行わ れ , 都心 で は 珍し い 上 昆虫 類 も 少な いな が ら 記 録 さ 
れ た . 特に チョ ウ 類 で は , 近年 の 温暖 化 な ど に より 関東 に 侵入 し て きた ナガ サキ アゲ ハ や ツマ グロ ヒ ョ 
ウゥ モン, 外来 種 の アカ ボ シ ゴ マダ ラ を 含む 計 24 種 が 確認 され た が , 驚く べき こと に 関東 圏 で は 初 記録 
と な る ヤク シマ ルリ シジミ る も 発見 され た . その 後 , 矢 後 と 中 原 が 本 格 的 な 調査 に 乗り 出し た 結果 , 野 
外 撮 影 (Fig. 1) を 含む 本 種 の 追加 記録 に 加え , 生態 的 な 情報 や 分 散 経路 の 推測 な ど に 関す る いく つか の 
知見 が 得 ら れ た . 


本 研究 で は , 著者 ら が 東大 構内 に て 確認 し た ヤク シマ ルリ シジミ の 全 記 録 と 確認 状況 を 列挙 する と 
と も に , 本 種 の 生態 的 知見 や 情報 を 記述 する . また , 東京 産 ヤ クシ マル リ シ ジ ミ の 由来 を 推定 する た 
め , 成虫 の 閉 の 斑紋 に よる 亜 種 の 同定 お よび ミト コン ドリ ア DNA の 塩基 配列 デー タ に 基づい た 分 子 
系 統 解 析 を 行う . これ ら の 結果 や 食 館 植 物 の 情報 な ど を 総合 判断 する こと に より , 関東 圏 へ の 本 種 の 侵 
入 要 因 や その 経路 を 議論 する . 


























































































































































































































































































































































































































Fig. 1. A female of Acytolepis puspa settling on a leaf of a hostplant, Quercus phillyraeoides, at the 
University of Tokyo, Japan. The Faculty of Medicine Experimental Research Building is 
seen at the top left. 
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関東 に お ける ヤク シマ ルリ シジミ の 発見 と 分 散 経 路 の 推定 11 
材料 お よび 方 法 
(1) 調査 , 飼育 お よび 撮影 


























今回 の 調査 は 東京 都 文 京 区 本 郷 お よび 弥生 に ある 東京 大 学 敷地 内 の ほぼ 全域 で 行っ た . 観察 し た ヤ 
タ シ マ ルリ シジミ の 詳し い 日 時 と 状況 は 以下 の 結果 の 項 に て 詳 述 する . 本 種 の 調査 期間 お よび 調査 
回 数 は 2007 年 7 H 12 H -8 月 10 日 の 期間 内 で の 天候 に 恵まれ た 計 14 回 で , 最長 6 時 間 (10: 00-16: 00), 
最短 約 30 分 (13: 30-14: 00) の 時 間 帯 に 行っ た . 


成虫 の 調査 方 法 は 肉眼 に よる 目視 で , 可能 な 場合 は 捕虫 綱 を 用 いて 採集 した. MEM ORR, す 
で に 食 餅 植 物 と し て 知ら れ て いる ツツジ 頻 (サツキ, オオ ムラ サキ ツツジ ) ウ バ メガ シ , マテ バシ イ , 
アラ カシ , シラ カシ , サ クタ クラ 類 ( ソ メイ ヨシ ノ , シダ レザ クタ クラ), バラ 類 , アカ メガ シワ , ミズ キ , フジ , さら 
に 食 樹 と な りう る ブル ー ベ リー, ジュ ー ン ベリ ー の 他 , ネズ ミ モ チ , クロ ガ ネ モ チ , ヒサ カキ , ソ ヨ ゴ , e 
イラ ギ , ナン テン な どの 植物 を 調査 し た . 


飼育 法 に 関し て , 温度 管理 は 全 幼 生 期 を 266C の ほぼ 一 定 に 保っ た 室内 で 行っ た . 人 工 採 卵 に は フジ の 
新 葉 と サツキ の 花 礁 を 食 餅 植 物 と し て 用 い , これ ら と 共に 1 ゃ を 円 筒 状 の プラ スチ ッ ク 容 器 (直径 9.5 
cm x 高き 16.5 cm) に 入れ て 3 日間 の み 試 みた . 幼生 期 の 飼育 で は 容器 に 志賀 昆虫 普及 社 製 の 丸 型 プ 
ラシャ ー レ (直径 9cmx 高 き 3 cm) を 用 い , 底 に (株) クレ シア 社 製 の ケイ ドラ イ ・ ワ イ パ ー132-S € E 
いた . 幼虫 期 の 餌 用 と し て 基本 的 に 埼玉 県 の 久野 農園 で 生産 され た 無 農薬 サヤ イン ゲン を 縦 に 用 い 
て 与え た . た だ し , 一 部 に つい て は 若 齢 時 に ウ バ メガ シ の 新 葉 を 併用 し た . 幼生 期 の 観察 お よび 館 の 
取り 代え , 清掃 は 午前 中 の 10: 00-12: 00 に 毎日 行い , 特に 齢 期 の 変化 直後 は 日 付 を 記録 し た . 


撮影 方 法 は , デ ジタル カメ ラ Konica Minolta DIMAGE X50 を 野外 撮影 に 使用 した. 標本 お よび 幼生 期 の 
撮影 で は 一 眼 レ フ デ ジタル カメ ラ Nikon D70s に 専用 レン ズ Nikon AF Micro Nikkor 60 mm, デジ タル カ 
メラ 用 フラ ッシュ Nikon Wireless Speedlight Commander SU-800 と Wireless Remote Speedlight SB-R200 
を 装着 し , 状況 に 応じ て Kenko Extension Tube 12/20/36 mm を 用 いて 記録 し た . 


(2) 材料 と 形態 


分 子 解析 用 の 材料 と し て , 東京 で 得 ら れ た ヤク シマ ルリ シジミ を 含む 世界 各地 の 41 個体 の 乾燥 標本 
お よび 99.5% エタ ノー ル 浴 浸 標 本 を 用 いた (Table 1). この うち 計 27 産 地 34 個 体 の ヤク シマ ルリ シジミ 
を 内 群 と し て 扱っ た . また , Eliot (1973) や Eliot & Kawazoé (1983) に よる と , ヤク シマ ルリ シジミ が 属す 
る Acytolepis iX は ヒメ シジミ 族 Polyommatini [ヒメ シジミ 亜 科 Polyommatinae と し て 扱わ れる こと も あ 
21 内 の Lycaenopsis section に 含ま れる . そのため, 外 群 と し て Lycaenopsis section か ら 以 下 の 近 緑 と 思 
われ る 6 属 6 種 を 選定 し た : ルリ シジミ Celastrina argiolus (Linnaeus, 1758), サツマ シジミ Udara albo- 
caerulea (Moore, 1879), Callenya lenya (Evans, 1932), Cebrella penelope Eliot & Kawazoé, 1983, Celarchus 
hermarchus (Fruhstorfer, 1910)) ヒ メ ウ ラボ シシ ジミ Neopithecops zalmora (Butler, 1870). & Ò に, 矢 後 ほ 
か (2004) 12 X: 0 Lycaenopsis section E iX yc E & JU 2 Maculinea section の ゴマ シジミ Maculinea teleius 
(Bergstrásser, 1779) も 外 群 に 用 いた . 



































































































































































































































ZBELT Bg LC, 玩 表 お よび 頑 理 の 斑紋 の 比較 検討 は 目視 ある い は Olympus SZ60 と Leica MZ8 の ビ ノ 
キュ ラ を 併用 し た . また , 裏面 斑紋 に 関す る 用 語 は 基本 的 に Schwanwitsch (1949) の 体系 を 用 いた . 


(3) 分 子 系 統 解析 


分 子 系 統 解 析 用 の サン プル は , 過去 10 年 以内 に 採取 され た 標本 の 中 脚 お よび 後 脚 各 1-2 本 を 1.5 ml チ 
ュー ブ に 入れ て 擦り 潰し , 通常 用 いる 手順 で 全 DNA を 抽出 し た . その 後 , Whinnett et al. (2005) や 
Gompert et al. (2006), Kato & Yagi (2004) な ど び で チョ ウ 類 の 種 内 多 型 や 個体 群 間 の 関係 を 探る の に 適切 
と され て いる ミト コン ドリ ア DNA の CO7 領 域 と DS 領域 の 一 部 を PCR 法 に よっ て 増幅 し , ABI 3100 
automatic sequencer を 用 いて ダイ レク トシ ー ケ ンス に より 塩基 配 列 を 決定 し た . 


















































用 いた 試薬 や 詳細 な 方 法 は Yago et al. (2008) に 準拠 する . プ ライ マー の 組み 合わ せ は , CO7 領 域 で は 近 
年 DNA バ ー コ ー デ ィング で よく 使わ れる Folmer et al. (1994) の LC01490 (5-GGTCAACAAATC 
ATAAAGAYA-3) と HC02198 (5-TAAACTTCAGGGTGACCAAAA-3^) を , ND5 領域 で は 八木 ほか 


(1998) や 三 校 ほか (2002) に よっ て 増幅 され た V1 (5-CCTGTTTCTGCTTTAGTT CA-3’) と C2j (5- 
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Table 1. Samples used in our molecular study. 


Taxon GenBank Accession No 














Sample name SU. Oey col ND 
In group 
Acytolepis puspa 
AP-Tokyol + The University of Tokyo, Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo, Japan AB457723 AB457756 
AP-Tokyo2 + The University of Tokyo, Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo, Japan AB457724 AB457757 
AP-Shizuokal d$ Shirasuka, Kosai City, Shizuoka Pref., Japan AB457725 AB457758 
AP-Shizuoka2 ¢ Shirasuka, Kosai City, Shizuoka Pref., Japan AB469670 AB469674 
AP-Aichil $ Kawajiri, Waji-cho, Tahara City, Aichi Pref., Japan AB469671 AB469675 
AP-Aichi2 ¢ Kawajiri, Waji-cho, Tahara City, Aichi Pref., Japan AB469672 AB469676 
AP-Miel + Suno-cho, Kumano City, Mie Pref., Japan AB469673 AB469677 
AP-Wakayamal + Izumo, Kushimoto-cho, Higashimuro-gun, Wakayama Pref., AB457726 AB457759 
Japan 
AP-Wakayama2 $? Izumo, Kushimoto-cho, Higashimuro-gun, Wakayama Pref., AB457727 AB457760 
Japan 
AP-Awajil + Fukurahei, Minamiawaji City (Awaji Island), Hyogo Pref., AB457728 AB457761 
Japan 
AP-Ehime1 $ Yoshida-cho, Uwajima City, Ehime Pref., Japan AB462394 AB462398 
AP-Ehime2 + Yoshida-cho, Uwajima City, Ehime Pref., Japan AB462395 AB462399 
AP-Kochil * Muroto-misaki, Muroto City, Kochi Pref., Japan AB457729 AB457762 
AP-Kumamotol + Tsunaki-machi, Ashikita-gun, Kumamoto Pref., Japan AB457730 AB457763 
AP-Miyazakil ¢ Shimokitakata-machi, Miyazaki City, Miyazaki Pref., Japan AB457731 AB437764 
AP-Miyazaki2 + Shimokitakata-machi, Miyazaki City, Miyazaki Pref., Japan AB457732 AB457765 
AP-Kagoshimal ¢ Shiroyama Park, Kagoshima City, Kagoshima Pref., Japan AB457733 AB457766 
AP-Kagoshima2 + Osagari, Yamagawa-Toshinaga, Ibusuki City, Kagoshima Pref., AB462396 AB462400 
Japan 
AP-Ishigakil ? Mt Yarabu, Ishigaki City, Okinawa Pref., Japan AB457734 AB457767 
AP-Ishigaki2 * Mt Banna, Ishigaki City, Okinawa Pref., Japan AB457735 AB457768 
AP-Taiwanl * Sunglo, Taitong, Yilan County, Taiwan AB457736 AB457769 
AP-Philippines1 * Caylabne, Luzon, Philippines AB457737 AB457770 
AP-Hong Kong1 4 Kowloon City, Hong Kong, China AB462397 AB462401 
AP-Vietnam1 2 Cuc Phuong National Park, Ninh Binh Prov., Vietnam AB457738 AB457771 
AP-Vietnam2 ¢ Suoi Voi, Madagui, Lam Dong Prov., Vietnam AB457739 AB457772 
AP-Laos1 4 Nam Nga, near Lak Sao, Bolikiiamxay, Laos AB457740 AB457773 
AP-Cambodial ¢ Mt Tom Por, near Pramaoy, Pouthisat, Cambodia AB457741 AB457774 
AP-Cambodia2 d Mt Tom Por, near Pramaoy, Pouthisat, Cambodia AB457742 AB457775 
AP-Langkawil ¢ K.G. Indian, Langkawi Is., Malaysia AB457743 AB457776 
AP-Malaysial 4 Bukit Bintang, Terengganu, Malaysia AB457744 AB457777 
AP-Singapore1 $4 Macritchie Reservoir Park, Republic of Singapore AB457745 AB457778 
AP-Burneil f Ulu Temburong, Brunei AB457746 AB457779 
AP-Flores1 + Wengor, Sikka, E. Flores, Indonesia AB457747 AB457780 
AP-Ambonl 〒 Mt Tuna, Ambon Is., Indonesia AB457748 AB457781 
Out-groups 
Callenya lenya 
CL-Laos1 4 Nam Nga, near Lak Sao, Bolikiiamxay, Laos AB457749 AB457782 
Celastrina argiolus 
CA-Wakayamal 4 Kozagawa-cho, Higashimuro-gun, Wakayama Pref., Japan AB457750 AB457783 
Udara albocaerulea 
UA-Wakayamal 4 Kozagawa-cho, Higashimuro-gun, Wakayama Pref., Japan AB457751 AB457784 
Cebrella penelope 
CebP-Philippinesi $ Mt Halcon, Mindoro Is., Philippines AB457752 AB457785 
Celarchus hermarchus 
CeH-Philippinesl — & Tagaytay, Luzon, Philippines AB457753 AB457786 
Neopithecops zalmora 
NZ-Iriomotel * Triomote Is., Taketomi-cho, Yaeyama-gun, Okinawa Pref., AB457754 AB457787 
Japan 


Maculinea teleius 


MT-Naganol Shirakaba Lake, Chino City, Nagano Pref., Japan AB457755 AB457788 
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CTAAAATTAWATCYTTAGARTAGAAYCC-3) t を それ ぞ れ 使用 し た . ア ライ メン ト に は Se-Al Sequence 
Alignment Program v1.dl. (Rambaut, 1996) を 用 い , ギャップ の 見 られ な い COI (665 bp) と NDS (414 bp) 
の 塩基 配列 デー タ か ら 系 統 解析 を 実行 し た (Table D. 分 子 系 統 樹 は PAUP*4.0b10 (Swofford, 2002) を 
用 いた 近隣 結合 法 (ND お よび 最 節約 法 (MP), さら に は MrBayes 3.1.2 を 用 いた Bayes 解析 (Ronquist 
& Huelsenbeck, 2003) に より 構築 し た . NJ 法 で は , Kimura 2-parameter distance に より 系 統 樹 を 作成 した. 
MP 法 で は , Heuristic search の Stepwise-Addition Options č に よる ラン ダム 1,000 回 反復 試行 か ら 導 いた . 
各 枝 の 信頼 性 は NJ, MP で それ ぞ れ 100,000 回 , 1,000 回 の ブー トス トラ ッ プ 解析 (Felsenstein, 1985) か ら 
算出 し た . Bayes 解析 で は , MrModeltest 2.2 (Nylander, 2004) に よっ て 選択 され た 最適 モデ ル (GTR+I+G) 
か ら 系 統 樹 を 導い た . また , この 人 系統 構 は マル コ フ 連 鎖 モ ン テ カ ル ロ 反 復 法 で の 100 世 代 ご と に 1 つ 
の 樹 形 を 抽出 し な が ら , 1,000,000 世代 の 繰り 返し で 得 ら れ た 樹 形 の うち 、 最 初 の 25 % を 除外 し て 構築 
され た . Root を 付け る た め の 外 群 と し て , NJI, MP で は ゴマ シジミ と ヒメ ウラ ボ シ シ ジミ の 2 種 を , Bayes 
解析 で は ゴマ シジミ の 1 種 の み を 指定 し た . 最終 的 な 系 統 樹 は Bayes 解析 で 得 ら れ た 事後 確率 を 伴う 樹 
形 に , NT お よび MP で 得 ら れ た ブー トス トラ ッ プ 値 を 各 枝 に 付け て 表し た . これ ら の 解析 法 は Yago et 
al. (2008) と ほぼ 同様 で , 詳細 は 本 論文 を 参照 され た い . 







































































結 R 
(1) 調査 結果 














2008 Æ 7-8 月 の 計 14 回 で の 調査 の うち , 採集 , 観 窪 きれ た ヤク シマ ルリ シジミ の ステ ー ジ , 個体 数 , 日 
時 , 天候 , 採集 者 , 発見 状況 な ど を 以下 に 記述 する . 


- 1 $, 12. vii. 2008 ( 晴 : 13:45), 矢 後 ・ 阿 部 ・ 磯 畑 ・ 友 国 


東大 本 郷 キ ャ ン パ ス 中 央 に ある 三四郎 池 北 側 の 周回 遊歩 道上 (Fig. 2) に て , 約 2m の 高 さ を 飛翔 中 の 1 
\ を 採集 し た (Figs 10, 1D. 採集 地点 の 頭上 付近 に は 花穂 が 終わ りか けた アカ メガ シワ が 見 られ た . $ 
た , そこ か ら 5m ほ ど 東 側 に は 満開 の 花 を 咲か せ た ネ ズミ モチ が 数 本 立ち 並ん で いた . 本 個体 は か な り 
新鮮 で , その 後 3 日 間 だ け 採 卵 を 試み た . 


・ 10 (観察 ), 13. vii. 2008 ( 晴 : 12: 30), 矢 後 


三四郎 池 の 南 西側 に ある 雑木 林 上 を 南東 か ら 北 西 へ 飛翔 する 個体 を 観察 し た . RAEES m C, 
お そら く 探 肉 行 動 と 思わ れる . 東 大 キャ ン パ ス 内 に は よく 似 た ルリ シジミ も 生息 し て いる が , 色合い か 
ら 本 種 と 判断 し た . 


・1 マ (観察 15. vii. 2008 ( 晴 : 13: 35), 矢 後 
7 月 13 日 に 目撃 し た 場所 と ほぼ 同じ 位置 で 本 個体 を 観察 し た . TE D 同様 で あっ た . 
: 22 (12 8055), 28. vii. 2008 ( 晴 時 々 曇 : 13: 50-14: 00), RR 


赤門 を くぐっ て 正面 の 医学 部 本 館 2 号 館 前 に ある 公園 内 (Fig. 3) に て , ウ バ メガ シ に ま と わ り つ い て い 
る 個体 を 発見 し た (Fig. 1). 5 & 1-2 m の 位置 で 緩やか な 飛翔 と 静止 を 繰り 返し て いた た め , 産卵 行動 を 
取っ て いる も の と 思わ れ た だ た. ウ バ メガ シ の 高 さ は 3-6 mT, 定期 的 に 刈り 込み が 施 き ほ きれ て いる た め , 
所 々 か ら 新 葉 が 生え て いた . 目撃 し た 2\ の うち , 1 は 捕獲 (Figs 12, 13) し た が , も う 1\ は 撮影 Fig. 1) 
後に 遠方 に 飛び 去っ た . この 公園 は 最初 に 本 種 が 発見 され た 三四郎 池 の す ぐ 南 側 に 位置 する . 


- 25N, 1 卵殻 , 28. vii. 2008 (=; 15: 30-16: 00), 矢 後 ・ 中 原 












































































































































医学 部 本 館 2 号 館 前 の 公園 北東 部 (Fig. 3) の 隅 に ある ウ バ メガ シ か ら 2 卵 を 発見 し た . 1 卵 は 高き 約 
2.5 m か ら 伸 び た 新 葉 の 葉 表 . も う 1 卵 (Figs 4, 5) は 高き 1m ほ どの 新 葉 の 横 に 付く 鱗片 に 産卵 され て 
いて , いずれ も ウ バ メガ シ の 北東 の 位置 に 限ら ちら れ て いた . 卵殻 は 公園 内 の 北西 角 に ある ウ バ メガ シ の 高 
さき 1m で 見 られ , やはり 北東 の 位置 に 産卵 され て いた . こ の 食 樹 の 北東 の 位置 は , ち ょ うど ゃ の 産卵 行 
HRR 3 TU7z38 vo S p C HER 6 7e 5 720r C72 €, 柔らか い 新 葉 の 生え た 枝 が 多く 見 られ た . 


・ 12,159, 29. vii. 2008 (HA; 1 そ 10: 55, 卵 11: 30), 中 原 






































1t そ は 三四郎 池 ほ と り の 南側 に 造ら れ た フジ 棚 の 上 で 観察 され , 産卵 行動 の た めか , 約 2m の 高き を 緩 
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14 Rie 勝也 ・ 中 原 真一 ・ 阿 部 渉 ・ 磯 畑 芳 樹 ・ 友 国 雅章 ・ 上 














Figs 2-9. Habitat and immature stages of Acytolepis puspa at the University of Tokyo, Japan. 2. 
Sanshiro Pond, the first place where A. puspa was collected in the university. 3. A garden of 
the Faculty of Medicine, where adults and eggs of A. puspa were collected. Several trees of 
a hostplant, Quercus phillyraeoides, are planted in the garden. 4. A stem with leaves on 
which an egg was laid. 5. Magnified egg, dorsolateral view. 6. First instar larva, dorsolater- 
al view. 7. Final instar larva (green form), dorsolateral view. 8. Final instar larva (yellow 


form), dorsolateral view. 9. Pupa, lateral view. 
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Figs 10-17. Adults of Acytolepis puspa collected at the University of Tokyo, Japan. 10. Female 
(wild), upperside. 11. Ditto, underside. 12. Female (wild), upperside. 13. Ditto, underside. 


14. Male (reared), upperside. 15. Ditto, underside. 16. Male (reared), upperside. 17. Ditto, 
underside. 

















SCRA L T. 1 卵 は 医学 部 本 館 2 号館 前 公園 内 の 南西 角 に ある ウ バ メガ シ の 高き 約 2 m か ら 
伸び た 新 葉 の 葉 裏 で 発見 され , これ も 北東 の 位置 に 産卵 され て いた . 


・1 ゃ (観察 ), 29. vii. 2008 (=; 13: 30), 矢 後 ・ 中 原 
































同日 に 1 卵 が 発見 され た 医学 部 本 館 2 号 館 前 公園 内 (Fig. 3) の 南西 角 の ウ バ メガ シ で 目撃 され た . 高 
S23 m Onis © EF ICRA EARNE ROR LEADS 1 本 の ウ バ メガ シ を 2 回 ほど 周回 し た 後 , 東 
側 方 面 へ 飛び 去っ た . 


(2) 飼育 経過 

















7 月 12 日 に 採集 し た 1\ を 用 いて , フジ の 新 葉 お よび サツキ の 花 募 で 採卵 を 試み た と ころ ,2 日 後に フ 
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ジ の 新芽 に 5 


Rik 勝也 ・ 中 原 


卵 , サ ツキ の 花 輩 に 
楊 め る 前 に 標本 と し た . これ ら の 卵 は 2-3 日 後 
AS, 残り の 5 個 





体 は ) 




















TX 


1 卵 の 計 6 卵 が 産卵 され た . 採卵 成功 を 確認 


・ 阿部 


WERKES (Fig. 6), その 後 の 2- 終 齢 時 で は 4 個体 が 幼虫 期 を 通 





2-3 





腹 節 側 域 に 


詳 Loi IE 


4E 


RR 


1.4 





UR 


(3) 





WEL, その 淡 


AUA 


い . 裏面 の 地 色 は 明る い 灰 E 
小さ い . 特に 
点 で は 消失 は 見 られ ず , 各 
月 形 紋 列 に 近づく よう な こと pom 


今回 の 調査 で は , 亜 種 決定 の 信頼 性 を より 高め られ る の 野外 個体 が 得 ら れ て いな い が , f 
が 羽化 し て いる . 
前 閉 表 
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(4) 分 子 系 統 解 析 


計 27 産 地 34 個体 の ヤク シマ ルリ シジミ と 7 属 


E ONDS KAA A a 


これ ら の の 〆1 
I ERATES | 
ORB L OMAR OEA A 
完全 に 融合 し て 半 円 形 列 が 黒 常 か ら 突 出し た 様相 を 示し , BE 



























































HTOFH 
H3 日 (n=8), 2 齢 期 約 2.8 晶 
































F 央 部 に 白 


















































37 FLO YES 


個体 が 黄色 (Fig. 8) を 星 し て いた . i (Fig. 9) I HB C 
は 黒色 お よび 淡 茶 褐色 の 線 が 現れ , 黒 斑 が 胸部 側 域 。 第 
並ん で いた . また , MoR 


ウ バ メガ シ か ら 発 見 きれ た 3 印 (Figs 4,5) も 無 
た と ころ , これ を 食べ 続け て いた . 2K 
虫 の 体 色 は すべ て 緑色 型 で , i b AHRI 


E 過 を Table 2 に 示す . 4 
を 除く 1 1 齢 上 


3 腹 





性 


昌 が 最も 大 きく , 最 大 4 日 の 差 が 見 られ た . 


東京 大 学 構内 で 得 ら れ た 野外 個体 3 その 斑紋 (Figs 10-13) | 
青色 部 の 色彩 自体 も 上 暗い. そのため? 
BCU CHA. また , 国外 の 亜 種 に よく 見 られ る 前 次 中 央 : 
色 で , 高温 期 に 得 ら れ た 個 
『 種 の 分 類 に pi 
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SEC 


ws 








jl 





, 表 中 線 に 
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, この 個体 は 次 を 
(0 ACCWHE LZ. その 後 , 1 頭 は 1 齢 後期 に 死亡 し た 
順調 に 成育 した. 全 幼 虫 期 に サヤ イン ゲン を 餌 と し て 与え て いた が ,1 齢 時 の 体 色 は 
じ て サ ヤ イ ン ゲ ン と 同様 の 緑色 (Fig. 7), 1 
体 に 茶褐色 の 小玉 
侵 背 域 , 第 2-3. 9 腹 節 側 域 に , 
は , 腹面 と 次 部 を 除き 全体 


Sate 
D EA 





BUA 7 HE FE DIVO TZ, 


FEL, 206 ECZDEED NAD VY OMRESZ 
期 か ら サ ヤ イ ン ゲ ン に 切り 換え た が , 問題 な く 成 育 し た . 幼 
B の 飼育 個体 と 同様 で あっ た . 


日 数 を 算出 し た と ころ , ON 
日 (m=8), 3 85H] 3.5 日 (n28), 終 齢 期 約 4.4 日 (0-8), Bu t 
H (n=8), HW 8.4 H H =8) と な っ た だ た. 卵 採集 個体 の 卵 期 を 3 日 に 設定 し た デー タ も 含め 
卵 か ら 羽 化 ま で は 平均 25.9 日 (n=8) を 要 した. 成長 速度 に 
月 で の ずれ 幅 


ARI 2.8 日 (z=6) [野外 採 


約 


DE, 
E じ な か っ た が , 各個 体 間 で 


こ 関す る 特徴 を 述べ る と, AA BBs 
iB 
pda 
































黒点 列 は ほ 
2 と な る . また, WA ATL 








ば 規則 














野外 *\ 13-14 mm (n=3), fi] ff 4^ 13-14.5 mm (n=4), 飼育 そ 13.5-15 mm (n=4). 


p 





Be LC 


こ 地 人 色 の 黒褐色 部 の 面積 は 広く , この 傾向 
部 お よび 後半 








2s 




















WA LM meu quU 
斑 が 現れ な い . HMR O dy 
面 の 地 色 お よび 斑紋 は ゃ 9 
REA, な どの 特徴 が 見 られ る . 飼育 個体 の そ キ に つい て は , 野外 個体 と 比 
特記 すべ き 差 異 は 認め られ な い . 


B dH p: B 
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か た 


fy 











Ep 
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育 個体 4 
WA (Figs 14-17) を 検討 する と , 贅 表 は 少し 紫 味 の ある 明る い 青 色 で , 











Table 2. Development of immatures of Acytolepis puspa reared in July-August 2008 under a constant 
temperature (26°C). 








Individual E First Second Third Final P P Adult 
No. 55 instar instar instar instar PERS Apa eclosion te 
1 14.vi.2008 16.vii.  19.vi.  21.vii. 24.vii.  29.vii.  30.vii.  6.viii.2008  $ 
2 14.vi2008 17.vii.  20.vii 23.vi. 26.vi.  30.vi. 31.vi. — 8.viii2008 〒 
3 14.vi.2008 17.vi. 20.vii.  23.vi.  27.vi. 31.vii. — 1.viii 8.viii.2008 
4 14.vi.2008 17.vi. 20.vii. 22.vii.  26.vi.  3l.vi. — lvii. 9.vii.2008 4$ 
5 14.vii.2008 17.vi.  20.vü. 23.vii.  27.vi. 31.vii.  1.viii. 10.vii.2008 9 
6 14.vii.2008 17.vii. Death 
7 28.vii.2008 30.vii.  2.vill. 4.viii. 7 vii. 11.vii. 13.viii. 21.viii.2008 4 
8 28.vi.2008 30.vii. 2.vin. 5.viii. 8.viii. 12.viü. 14.viii.  23.viii.2008 $ 
9 29.vii.2008 3l.vii. 3.vin. 7.viii. 10.viii.  15.vii. 17.viii.  28.viii.2008 4 
NII- 





EE cali 
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sou と ほ 
pL scc 
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ょ ば 


車 を 含む 計 41 の サン プル の CO7 (665 bp) お 
E 入 も 見 られ な か っ た . この うち , 2 つの 領域 を 合わ せ た 
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塩基 配列 で 13 の ハプロタイプ を 確認 し た . また , 4 種類 の ハプロタイプ で 重複 し た も の が 認め られ , そ 
れ ぞ れ 18 個体 と 3 個体 , 2 個体 , 2 個体 で あっ た . ほとん どの 塩基 置換 は それ ぞ れ 同じ コドン 位置 で 起こ 
っ て いる こと か ら , 多重 置換 に よる バイ アス は ほとん どか か っ て お ら ず !, 系 統 樹 作成 と その 信頼 性 に 大 
き な 影 響 は な いと 判断 され た . 系 統 解 析 は 重複 を 除い た 計 20 の OTU を 用 いて 実行 し た . 


この 結果 , CO7 と NDS の 塩基 配列 デー タ か ら 得 られ た 系 統 樹 は , 各 解析 法 と も それ ぞ れ ほぼ 同じ 樹 形 
を 示 し た . また , COI+ND5 (1,079 bp) の 塩基 配列 に よっ て 導 か れ た 系 統 樹 と 比較 し て も , 樹 形 に 大 き な 

違い は 見 られ な か っ た . Fig. 18 は WP5+CO7 の 塩基 配列 に 基づい て Bayes 法 に よる 解析 か ら 得 られ た 
系 統 樹 で ある . 各 node に は NJ 法 と MP 法 に よる ブー トス トラ ッ プ 確率 , Bayes 法 に よる 事後 確率 を 示 し 
た . この 系 統 樹 に よる と , ヤ クシ マル リ シ ジ ミ の 単 系 統 性 は ブー トス トラ ッ プ 確率 100 (NJ), 98 (MP) と 
事後 確率 100 (Bayes) と いう 高い 値 で 支持 され た . 本 種 内 は 主 に 6 つの クラ スタ ー で 表 さ れ , 日 本 本 土 の 
個体 群 は いずれ も 同一 の 塩基 配列 で あっ た た め に 単 系 統 性 が 強く 支持 され た 他 , 大 陸 の 個体 群 は は 
ぼ 単 系 統 と し て の まとまり が 見 られ た . 唯一 . マ レー シア 産 の 個体 は 東南 アジ ア 島 嘩 の も ie クラ スタ 
ー を 組ん だ . RET VY BIRO TMA | は 地理 的 な まとまり が 見 られ ず , 複数 の クラ スタ ー に 錆 紙 し て 表 
され た . また , Callenya /enygz が ヤク シマ ルリ シジミ の 姉妹 群 と し て 構成 され , Ya a yere 
る 単 系 統 群 の ブー トス トラ ッ プ 確率 (NJ, MP) お よび 事後 確率 (Bayes) も それ ぞ れ 100 と いう か な り 高 
い 値 で 支持 され た . この 系 統 樹 を 基 に 以下 , 原産 地 お よび 分 散 経路 の 考察 を 行う . 
































































































































* && 





























(1) 野外 で の 生息 状況 と 飼育 に よる 幼生 期 か ら の 知見 


今回 , 東京 大 学 構内 に て 関東 初 記録 と な る 2Z5 ゃ の 成虫 お よび 3 卵 の ヤク シマ ルリ シ ジミ が 観察 さ 
れ た (Figs 1, 4,5, 10-13). この うち , マメ 科 の フジ と ブナ 科 の ウ バ メガ シ の 付近 で * の 産卵 行動 と 思わ 
れる 動作 が 見 られ た が , 実際 に 卵 が 確認 きれ た の は ウ バ メガ シ の 新芽 の み で あっ た (Figs 4, 5). 成虫 
が 確認 され た 時 期 を 整理 する と ,7 月 中 旬 に み が 観 察 , 同 じ く 7 月 中 旬 に 鮮度 の 良い ゃ が 捕獲 ,7 月 下旬 
に 鮮度 の 落ち た ゃ が 観 窪 ま た は 捕獲 さ れ た が , その 後 は 8 月 中 旬 現 在 ま で 確認 ざれ て いな い . つま り 
夏場 で も 発生 時 期 が 揃っ て いて , 大 き な ば ら つ き が ほとん ど 見 られ な い . 特定 の 越冬 態 を 持た な い 本 種 
が も し 今年 より 前 に 侵入 し て いた と すれ ば , 冬 を 越し た 時 点 で 様々 な ステ ー ジ の も の が 出現 する こと 
に な り , 夏場 で は な お さら 発生 期 の 波 が 現れ な い は ず で ある . この こと か ら , 東大 構内 で 得 ら れ た 本 
種 は 今年 に な っ て 侵入 し た 少数 個体 か ら の 継続 的 な 発生 で ある と 考え られ る . 


最初 に 発見 され た 1 に よる 人 工 採 卵 で 得 ら れ た 6 卵 と 野外 で 得 ら れ た 3 卵 か ら 飼育 を 試み た が , 26°C 
で の 飼育 条件 下 で は 卵 期 か ら 羽 化 ま で お よそ 26 日 で あっ た (Table 2). この 飼育 状況 か ら 発 生 消長 を 
推定 する と , も し 発生 が 継続 で きれ ば , 8 月 以降 の 年 内 に 2-3 化 の 発生 が 見 込ま れる . た だ し , 著者 ら 
が 調べ た 限り で は , 秋 以 降 に 移行 で きる 栽培 バラ 類 や ノイ バラ 類 (愛知 県 , 静岡 県 に お ける 秋 - 了 晩秋 の 
主要 食 樹 : 第 池 ・ 戸 沢 , 2002; 菊池 , 2005; 菊池 ・ 竹 内 , 20060) の よう な 食 錠 植 物 が , 東大 構内 に は ほ と 
ん ど 見 られ な い . 構内 に 多い ツツジ 科 植 物 の 新 葉 な ど に 移行 で き な け れ ぱ ば, 同 地 で の 継続 的 な 発生 は 難 
し いか も しれ な い . 


ま た , 幼虫 期 の 飼育 に お いて 同じ 餅 を 与え て いた に も 関わ ら ず , 幼虫 の 体 色 に 緑色 型 と 黄色 型 の 2 型 
が 見 られ た Figs 7, 8). TIS EH (3 7^ (1984) (CLA E , AG OO IE SER OO S 00 282 V 78, 食 樹 な ど に より 
多少 異な り ・ ” と ある . UML, SHOR A ICH HHL, Soy RA Ce ( 主 に 緑色 の サヤ イン ゲ 
ン ) で あっ た こ と か ら , 幼虫 の 体 色 は 食 錠 植物 の 色 に 依存 する だ け で な く , 遺伝 的 要因 も 含ま れ て い 
る らし いこ と が 新た に 判明 した. 


(2) SERE Z X 2 Hf oO [5] az 


Eliot & Kawazoé (1983) の 分 類 に よる と , ヤ タ シマ ルリ シジミ は 日 本 か ら 台 湾 , 中 国 南部 . イ ンド シナ を 
経て , イ ンド , スリランカ, さら に は フィ リピ ビン, マレー 半島 か ら マ ラッ カ 諸 島 や アル 諸島 に 至る 東洋 区 
に か け て 20 亜 種 が 知ら れ て いる . 各 亜 種 の 分 類 形 質 と し て 重要 視 き れる 斑紋 の 特徴 に 注目 し て , 今回 
得 ら れ た 野外 個体 3 * と 飼育 個体 4 の 4 (Figs 10-17) を 検討 する と , 1) ヶ 慈 表 は わずか に 紫 味 を 帯び た 
明る い 青 色 , 2) 2 交 表 の 前 次 外縁 黒 淀 の 幅 は 比較 的 狭い , 3) PRE b BRO HE PE E k OUS m 
X up (52 SHAE) に 白斑 や 白色 部 が 現れ な い , 4) 233608 AMOI) E < RTS 
傾向 に ある ,$) 前 後 弟 裏 面 の 黒点 は 全体 的 に 小形 , 6) 前 甚 表面 の 外 中 央 黒点 列 は は ば ぼ 規 則 的 に 配列 す 
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Fig. 18. Molecular phylogeny of Acytolepis puspa. The topology shows the Bayesian tree based on 
the COI (665 bp) and NDS (414 bp) regions of mtDNA using the program MrBayes 3.1.2. 
Identical sequences were treated as a single OTU. Five species of the Lycaenopsis section 
and one species of the Maculinea section sensu Eliot (1973) were also used in our analyses. 
The tree is rooted on Maculinea teleius. Numbers indicate bootstrap values from NJ (top 
left) and MP (top right) analyses, and posterior probabilities from Bayesian analysis (bot- 
tom). Only bootstrap values >50 % and Bayesian posterior probabilities >90 are shown. 
Branch lengths represent nucleotide substitutions per site. 








る と と も に , RARE A IBA Ih AS CLL, 7) 前 閉 裏面 の 外 中 央 た きく nF, 
KERIEL | AE (特に MI2) と な る こと は な い , 8) HAEA M お よび 後 次 裏面 の M7, M?1b 
の 黒点 は 明瞭 , な どの 特徴 が 見 られ る . これ ら の 特徴 か ら 判断 する と , 東京 産 の 個体 は 日 本 産 亜 種 sp- 
gakiana (Matsumura, 1929) と 同定 され る . 特に Z 下 表 の 前 凌 中 央 部 に 白色 部 が 見 られ な い 状 態 は , ishi- 
gakiana お X. VR EJE myla (Fruhstorfer, 1909) の 特徴 で ある が . myla の \ に は 前 翔 表 面 に 大 き な 白 斑 
が ある こと で , ishigakiana と 区 別 さ れる . 一 方 , \ 翔 表 の 前 超 中 央 部 に 白色 部 が 見 られ な い 特 徴 は , ishi- 
gakiana B X. UE V ^x A Illi f kuehni (Rober, 1886) の 分 類 形 質 で ある が , 一 般 に ze で は 後 超 表 面 中 
部 に 小さ な 白斑 が 現れ る . また , ishigakiana に 見 られ る 裏面 の 黒点 が 全体 的 に 小形 と な る 特徴 は , 近隣 
の 大 陸 産 亜 種 gisca (Fruhstorfer, 1910) な ど と は 大 きく 異な る 点 で ある . 
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(3) 分 子 系 統 地理 に 基づい た 原産 地 の 推定 


ee AI 
7 DNA の CO7, の 5 領域 に お ける 塩基 配列 に 基づい た 今回 の 分 子 解析 (Fig. 18) に よる と , 本 種 は 
シン ガ ポ ー ル ,2) フィ リピ ン , 3) マレ ー シ ア + フ ロー レス ,4) ブル ネイ + ア ン ボ ン , 5 石垣 + 台湾 + 香港 
+ ベト ナム + カン ボ ジ ア + ェ + ラ オス + ラン カウ イ , n s E E PULL] + RR + BE + AN 
+ 熊本 + 宮崎 + 鹿児島 , の 大 きく 6 つの クラ スタ ー に 分 か れ た . 東京 産 の 個体 は ミト コン ドリ ア DNA 
0 COI, ND5 領域 と る 紀伊 半島 , 四国 , 九州 か ら な る 日 本 本 土産 の 個体 と 完全 に 一 致し て いた こと か 
ら , 今回 東京 大 学 構内 で 得 ら れ た 個体 は , 少な く と る も 日 本 本 土 の も の と 同一 で ある こと が 明らか に され 
た . この 結果 は , WORRN A ic と 分 類 し た 亜 種 の 同定 結果 と 矛盾 し な い . また , 同じ 日 本 
産 で も 琉球 列島 の 石垣 島 産 の 個体 は ミト コン ドリ ア DNA で は 日 本 本 土産 より 台湾 産 や 大 陸 産 と 近 
縁 で ある 結果 が 得 ら れ た . 


一 方 , 国外 産 で は 大 陸 よ りゃ も 東南アジア 島 風 ある い は 島 嘩 に 近い マレ ー 半 島 の も の の 遺伝 的 多様 性 
が 高く , 枝 の 長き で 表 さ れる 遺伝 豚 距離 も 大 きか っ た (Pig. 18). 今回 の 解析 で は サン プル 数 が 少な い の 
CHS は で き な い が BEE CUIT YT BRCUR E OSB DH CAS DS トコ ンド リ 
アハ プロ タイ プ が 本 種 内 に 蓄積 され , これ ら が 気候 変動 や 地理 的 葬 合 に 分 散 に よっ て 混じり 合 
い , 現在 で は ee T UE 
A. 















































































































































ちな み に , 今回 用 いた サン プル か ら 示 され た 系 統 樹 で は , ヤ クシ マル リ シ ジ ミ と Cg/ezyg lenya と が 互 

に 姉妹 群 関係 を 構成 し . この 関係 は 非常 に 高い ブー トス トラ ッ プ 値 お よび 事後 確率 で 支持 され た 
(Big.18). ヤ クシ マル リ シ ジ ミ が 属す る Acytolepis D F SEB it, 全体 的 に 白 鱗 で 覆 わ れ な が ら も 刺 毛 状 の 
黒 鱗 が まばら に 突出 する 点 に お いて Callenya と 共通 し て いる こと か ら (Eliot, 1992), この 形質 状態 が 
両 属 間 の 共有 派生 形質 と な る か も し れ な い . 


(4) 分 散 経路 の 推定 


BORER d 5 EERE 6 2T ARGACRENT E DRDD, 東京 産 の 個体 は 日 本 本 土 内 の 移動 に よっ 

分 散 し た こと が ほぼ ば 明らか に され た . そこ で , 東京 へ の 分 散 方 法 お よび その 経路 を 考え て みる と , DD 
北限 付近 か ら の 分 布 拡大 に よる 飛来 発生 , 2) 生息 地 か ら の 人 為 的 な 導入 に よる 発生 , の 2 つの 仮説 が 推 
測 さ れる . 


第 1 の 仮説 で ある 分 布 拡大 に 伴う 飛来 発生 を 検討 し て みる と , 約 20 年 前 の 本 種 の 国内 分 布 は 紀伊 半 
島 南 部 か ら 四 団 南部 , 中 回 地方 西部 九州 南部 , 南 本 諸島 に 下る 温暖 な 地域 に に 限ら れ , 三重 県 南部 ( 猪 
X, 1986) が その 北東 限 で あっ た (Fig. 19). と ころ が , お そら くく 温暖 化 現象 に よっ て , 近年 で は 分 布 が 北 
上 , 東進 し て お り , 1989 年 に 紀伊 半島 西岸 の 大 阪 府 南部 (小野 , 1990), 1993 年 に 淡路 鳥 (松野 ・ 小 野 
1994) か ら 幼 生 期 が 記録 され る と , 同時 に 紀伊 半島 東部 の 三重 県 側 で も 分 布 が 北上 し , 1992 年 以降 の 
三重 県 で は 志摩 半島 北部 (長谷 川 , 1999: 中 西 , 2000p: 田中 , 2005) ・ 松 坂 市 (長谷川, 1999) - 名張 市 ( 杉 
森 , 2005)・ 飯 高 町 (中 西 , 2004). 1999 年 以降 に は 愛知 県 南部 の 知多 ・ 混 美 半島 (中 西 , 2000g、 2002; 菊 
池 ・ 戸 沢 , 2002; 菊池 , 2005; 菊池 ・ 竹 内 , 2006a), 2004 年 に は 奈良 県 東吉 野村 (中 西 , 2004), さら に 2005 
年 に は 静岡 県 西部 まで 分 布 が 拡大 し (菊池 ・ 人 竹内 , 2006a, b; 竹内 , 2008), この 付近 が 2008 年 現在 の 分 
布 北東 限 と され て いる (Fig. 19. し か し , 未だ 静岡 県 東部 か ら の 記録 は な く , 神奈 川 県 で も 確認 され て 
いな い . 自然 の 飛来 発生 の 仮説 を 完全 に 棄却 は で き な い が , 静岡 県 と 東京 都 の 聞 に 位置 し . チョ ウ 疾 
の 研究 者 が 多い 神奈 川 県 で きえ 未 記録 と いう こと は , 現在 の 北東 限 と され る 静岡 県 西部 か ら 230 km 
離れ た 東京 に 産 する 個体 が 自然 分 散 に 由来 する 可能 性 は 低い と 思わ れる . 


EN 
の プロ ム ナ ー ド "と 題し た 創立 130 周年 記念 事業 に より 大 規模 な 整備 が 施行 され , その 際 に いく つか の 

e WA ee AA - E 
に より , サツキ, オオ ムラ サキ ツツジ , ブル ー ベ リー, ジュ ー ン ベリ ー, ウ バ メガ シ , ネ ズミ モチ , ヒ サカ 
キ , ソ ヨゴ , ヒビ ヒイラギ, ナン テン の 計 10 種 が 植 栽 され た こと が 判明 し た . ヤ タ シ マ ルリ シジミ の 食 樹 と 
な りう る の は , ツツジ 科 の サツキ , オオ ムラ サキ ツツジ , ブル ー ベ リー, バラ 科 の ジュ ー ン ベリ ー, ブ 
ナ 科 の ウ バ メガ シ と 考え られ た だ たため, これ ら 5 種 の 植 栽 時 期 と 経路 に つい て も 調査 し た . ツ ッ ジ 属 の 
サツキ , オ オム ラサ キツ ツジ は 2007 年 10 月 と 2008 年 4 月 に に 三重 県 の 鈴鹿 市 お よび その 周辺 の も の が 
RSN, ブル ー ベ リー, ジュ ー ン ベリ ー は 2008 年 7 月 に 埼玉 県 川口 市 安行 か ら . ウ バ メガ シ は 2008 
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Fig. 19. Change in the northeastern boundary of the distribution of Acytolepis puspa in the main- 
land of Japan. The distribution boundary in 1958 was drawn from Okamoto (1938), 
Hirayama (1939), Shirôzu (1943), Kimura (1949), Shinkawa (1951), Yamamoto (1952), 
Fukuda (1955), Iwase (1955), Tarui (1955), Shiwaike (1956), Shoji (1956), Tanaka (1957a, 
b) and Shirôzu (1958), that in 1975 from Fujioka (1975), that in 1986 from Inomata (1986) 
and Nakajima (1986), those in 1990 from Isami (1990), Miyake (1990), Ômae (1990) and 
Shoji & Tôyama (1990), that in 1993 from Ono (1990) and Matsuno & Ono (1994), those in 
1999 from Takahashi (2000), Nakamura (2000) and Nakanishi (2000b), and that in 2008 
from Kikuhara (2000), Nakanishi (2004), Sugimori (2005), Kubota (2006), Miyake (2006), 
Nishida (2006), Shigenaka (2006), Shirózu (2006) and Kishi (2008). Although one female 
of this species from Awaji Island has been reported by Ishihara et al. (1973), we excluded 
this record from the map, since the individual is probably accidental (Hirohata & Kondo, 
2007). The gray dots in 1969 and 1999, which were put from Imaizumi (1977) and 
Okumura (2000), are also considered as accidental. The black dot indicates the locality (the 
University of Tokyo) where this species was recorded in this study. The white dot indicates 
the original home of possible hostplants (Suzuka City and its surroundings, Mie Pref.), 
Rhododendron indicum and R. pulchrum, which were recently transplanted in the University 
of Tokyo. 








年 4 月 に 千葉 県 香取 郡 多古 町 か ら 移 西 き され た こと が 明らか と な っ た . これ ら の うち , 現在 知ら れ て い 
る ヤク シマ ルリ シジミ の 分 布 圏 内 か ら 移 西 き れ た も の は 上 茂 密 に は な い . LAL, ツツジ 属 2 種 の 原産 
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地 で ある 三重 県 鈴鹿 市 周辺 と いう の が , 近年 拡大 し て きた 本 種 の 分 布 園 と 接近 し て お り , その 距離 は 記 
録 の ある 三重 県 北限 の 松坂 市 ある い は 愛知 県 知多 半島 か ら 20-30 km ほど し か 離れ て いな い (Fig. 19). 
その た め , 近年 の 温暖 化 現象 な ど に よる 生息 地 の 北 上 に よっ て , 本 種 の 分 布 が 鈴鹿 市 周辺 へ 到達 し て い 
る 可能 性 が 大 きい . HE, 本 種 が 鈴鹿 市 で 確認 まれ た と いう 噂 も る も ある. これ まで 生息 地内 で 本 種 が ツ 
ツジ 類 を 酷く 食害 し て いる よう な 報告 は され て お ら ず , これ か ら も 大 害虫 と な る こと は な いで あろ う 
が , も し この 仮説 の 通り と する と , 鈴鹿 市 は 国内 で も 有数 の ツツジ 類 の 生産 地 で ある た め , 今後 サッ 
キ な どの ツツジ 類 の 植 栽 を 介し て , 国内 各地 に 分 布 を 拡大 させ る 可能 性 が 非常 に 高い . 実際 に 栽培 ツ ツ 
ジ 類 は 本 種 の 良好 な 食 館 植 物 の よう で ある (岩田 , 1991, 1993). 今後 の 三重 県 に お ける 本 種 の 詳細 な 
北限 調査 , き ら に は 現在 の 空白 地帯 に お ける 各地 で の 分 布 調査 が 強く 求め られ る . 


と ころ で , この 仮説 が 正しい と すれ ば , いつ 頃 に 東京 へ 侵入 し , 発生 し て きた か と いう 疑問 が 残る . ツ ツ 
ジ 類 が 植 栽 され た の は 2007 年 10 月 と 2008 年 4 月 で , 移植 前 後に 農薬 な ど は 一 切 使用 きれ て いな いこ 
と が 開き 取り 調査 に よっ て 判明 し て いる . また , 本 種 が ツ ッ ジ 類 を 食 樹 と し て 利用 し や すい の は , 新 
葉 で 記録 が ある 夏季 (岩田 , 1993) ある い は 花 維 を 多く 付け る 4-5 月 で ある . さら に , 昨年 の 秋 に 導入 
され て 今日 まで 発生 し て いる の で あれ ば , も う 少 し 発生 個体 数 が 多 く , 発生 時 期 に も ちば ら つ き が 見 られ 
る は ず で ある . これ ら の こと か ら 推 測 す る と, 今年 4 月 の ツツジ 類 の 植 坊 に よっ て 花 輩 に 付い た 本 種 
の 卵 あ る い は 効 虫 が 導入 され た の か も しれ な い . その 後 の 春 か ら 初 夏 に か け て は , ミズキ や アカ メガ シ 
IOI, カシ 類 や マテ バシ イ , サク ラ 類 , ツ ツジ 類 の 新 葉 な ど , 今 日 まで 継続 発生 で きる 植物 は 東大 構 
内 に 多い . 事実 , 初 記 録 と な る 1\ が 得 ち られ た の は , 花期 が 終わ りか けた アカ メガ シワ の 下 で あっ た 


この よう に , 今回 記録 きれ た ヤク シマ ルリ シジミ の 分 散 経路 は 正確 に 判明 し な か っ た も の の , 自ら の 飛 
来 個 体 に よる 自然 発生 より も , むし ろ 植 電 に よる 人 為 的 導入 の 可能 性 が 高い と 考え られ た . た だ し , 菊 
池 ・ 戸 沢 2002) で も 指摘 きれ て いる よう な 温暖 化 現 象 を 主 愛 因 と する 本 種 の 分 布 拡大 が , 今回 の 関 
東 圏 へ の 侵入 に も 大 きく 影響 し て いる こと は 疑い みさ そう で ある . 今後 は 本 種 の 動向 を 継続 し て 調査 
する と と も に , 国内 で の 分 布 拡大 の 実態 と 分 布 境界 域 で の 気温 の 変化 を 分 析 し, 耐寒 性 実験 な ども 合 め 
て 日 本 に お ける 本 種 の 分 布 拡大 要因 を より 実証 的 に 解明 する こと が 必要 で あろ う . 
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本 稿 の 作成 に あたり , 東京 大 学 大 学院 農学 生命 科学 研究 科 の 久保 田 耕 平 准 教授 に は 東京 大 学 キ ャ ン 
パス 内 生物 相 調 査 の 務 虫 担当 と し て 共同 調査 を 実施 頂い た 際 に お 世話 に な っ た . また , 同 研究 科 の 田 付 
頁 洋 教授 , 砂 村 栄 力 氏 に も 同調 査 の 昆虫 担当 と し て ご 協力 頂い て いる . 鳩山 邦夫 氏 , 新川 勉 氏 , 中 西 
TAR 小岩 屋 敏 氏 , 小野 克己 氏 . 小野 寺 博昭 氏 , 杉原 由 一 氏 , 津 吹 卓 氏 , 三嶋 朗 氏 , 山本 卓司 氏 , 山 
本 直樹 氏 , 山田 SPR, 勝山 礼 一 朗 氏 , 近藤 真理 子 氏 , 窪田 聖 一 氏 , 大 西 剛 氏 お よび 鳴門 教育 大 学 の 
小野 瀬 雅 人 教授 , 小 汐 千春 助教 , 農業 生物 資源 研究 所 の 井上 A. 尚 博 士 , 北九州 市 立 自然 史 ・ 歴 史 博 物 
館 の 上 田 恭一 郎 博士 , 大 阪 府立 大 学 の 平井 規 央 助教 に は 今回 得 ら れ た 個体 と 比較 する た め の 本 種 の 
各地 サン プル や 多大 な 資料, 情報 を 譲り 受け た . 特に 中 西元 男 氏 に は 近年 の 北東 限 に 関す る 多く の 重要 
な 文献 , 情報 の ご 教示 を 賜っ た . 日 本 鱗 凌 学会 前 会 長 の 高橋 真弓 氏 , 元 東京 大 学 産学 連携 本 部 の 徳永 
威 久 博士 に も 本 種 の 分 布 に 関す る 貴重 な 情報 を 頂い て いる . M. Appleton 博士 , 』. Daltry 博士 , H. Q. 
Hùng 博士 , M. B. Mohamed 博士 , A. L. Monastyrskii 博士 , P. O. Ngakan 博士 , . Belicek 氏 , T. Q. Bích J&, 
D. Bradfield 氏 、 A. Bradfield FR, L. Chong FẸ, C. Chuon 氏 , N. T. Dien FG, L. V. Hao 氏 , M. Kunthea K, N. 
Thuyet 氏 に は 海外 の サン プル に 関す る 許可 や 英文 校 半 の 面 で ご 支援 頂い た . 東京 大 学 本 部 環境 グル 
ー プ の 戸田 宏之 氏 に は 知 の プロ ム ナ ー ド に 関す る 情報 面 で 大 変 お 世話 に な っ た .( 株 ) ニチ ノー 緑化 の 
T&K SA BEC. DISSE Ee (株 ) の 西田 喜一 郎 氏 , 松村 園芸 (株 ) の 鎌田 伸幸 氏 , (株 ) 三重 垣 一 園芸 の 垣 見 俊 
二 氏 か ら は 東京 大 学 構内 へ の 植 教 し た 植物 の 種類 や その 時 期 , 流通 ルー ト に 関す る 情報 で 多大 な ご 
助力 を 頂い た . これ ら の 諸氏 な ら び に 関係 者 各位 に 対し て 心から お 礼 を 申し 上 げ る . 


本 研究 は 東京 大 学 本 部 環境 ダグ ループ の 許可 お よび 矢 後 に よる 文部 科学 省 科 学研 究 費 補助 金 ・ 奨 励 研 
完 (Nos 19916010 , 20918015) の 下 で 行わ れ た も の で ある . 
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Summary 


A lycaenid butterfly, Acytolepis puspa (Horsfield, 1828), is widely distributed in tropical to subtropical zones 
of the Oriental region and the southeast of the Palaearctic region, and in Japan it occurs from the southern 
parts of the Tokai, Kii and Chugoku districts, through the Shikoku and Kyushu, to the Ryukyu Islands. 
Recently, this species is expanding its distribution range toward the north probably because of global warm- 
ing. At present, the Tokai district is the northern limit for the species, not only in Japan but also in the world. 


In the summer of 2008, we collected or observed seven adults (two males and five females) and three eggs of 
A. puspa at the University of Tokyo, the Kanto district, which is located 230 km northeast to the northern 
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limit of the species. The eggs were found on young leaves of Quercus phillyraeoides (Fagaceae). This is the 
first record of the species from the Kanto district. 


For the purpose of clarifying the dispersal pathway of A. puspa found in Tokyo, we initially examined the 
adult morphology, based on four reared males and three wild and four reared females from Tokyo, five of 
which were reared from eggs laid experimentally by one female collected at the university. After careful ex- 
amination of the wing markings in both sexes, we reached the conclusion that these individuals are identified 
as ssp. ishigakiana from Japan. Second, we analyzed genetic variation of the species in Japan (including 
Tokyo) and the Oriental region, based on the NDS and CO! regions of mtDNA. As a result, the genetic struc- 
ture of the species from Tokyo was completely concordant with those from the mainland of Japan. Third, we 
investigated all possible hostplants of A. puspa found at the university. Of them, it turned out that mature 
trees of Rhododendron indicum and R. pulchrum (Ericaceae) for gardening were transplanted in the spring of 
2008 from Suzuka City and its surroundings, which are very close to the northern limit of A. puspa in Mie 
Pref., the Tokai district. Moreover, this lycaenid butterfly is not yet recorded from Kanagawa Pref. to the 
eastern arca of the Tokai district, which is between Tokyo and the northeastern limit of the species. 


In conclusion, A. puspa gradually spread its distribution range by the effects of global warming in recent 
decades, and the northern limit of its distribution in Mie Pref. must have reached Suzuka City. Thus, it could 
be considered that eggs or larvae of the species could have been introduced from Suzuka to Tokyo, accompa- 
nying the transplantation of Rhododendron plants. 
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